
大分県在住

1998 零のゼロ展（大分/アートプラザ・大分県立芸術会館 以降＃１～＃９）
2004 ビエンナーレKUMAMOTO2004入選（熊本/熊本県立美術館）
2004 個展「self-range」展（大分/大分県立芸術会館 第１室）
2014 個展「金村孝之展」（福岡/ギャラリーとわーる）
2014 第１２回大分アジア彫刻展 優秀賞（大分/朝倉文夫記念文化ホール）
2016 第１３回大分アジア彫刻展 入選（大分/朝倉文夫記念文化ホール）
2020 第１５回大分アジア彫刻展 入選（大分/朝倉文夫記念文化ホール）
2021 第２９回UBEビエンナーレ（現代日本彫刻展）入選（山口/ときわ湖水ホール）
2022 日中韓現代作家交流展（大分/大分県立美術館）
2024 第77回二紀展 優賞（東京/国立新美術館）

実物サイズ H200×W390×D200cm
実物重量 1,400kg
実物素材 FRP

樹海の上の張りつめた台地
/ Tense ground above the sea of trees
金村孝之/ KANAMURA Takayuki

作家略歴

2026年
4月 調書提出
5月～8月 制作場所選定、実寸大設計図作成、素材発注

制作①基本制作（部分制作）、 FRP部分コーティング
9月～12月 制作②基本制作（部分制作）、FRP部分コーティング

2027年
1月～3月 制作③基本制作終了、FRP全体コーティング、上部すべり台パーツ制作（鉄制作）
4月～8月 制作④すべり台パーツ固定、着色
9月 搬入

制作スケジュール

あの頃遊んだ公園の下やその周りには、様々な世界が広がっ
ていたに違いない。その時、認知できなかった事柄は今につ
ながっている。この作品は、その過去をなぞらえた物語であ
る。地層のように育まれた時空間が足元に広がる。空虚にも
思える歴史の積み重ねが、その土台として樹木のように広
がっている。そこには、今につながる大きな幹が存在する。
判別し難い事象に取り巻かれた現在、今もなお、意識の外を
取り巻く何か。見えない周囲の世界を感じていたい。

制作にあたっての思いや鑑賞者へのメッセージなど

自宅／大分県

制作場所

2026年9月25日版



2026年4月 作品設置イメージ



2026年6月 制作①基本制作（部分制作）

業者に依頼した架台兼基部の搬入。



2026年6月 制作①基本制作（部分制作） 架台基礎部をもとに実寸大設計図制作


